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１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収入 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 4,041 3.5 567 0.6 576 2.5 400 3.9
2024年３月期第１四半期 3,904 7.2 564 15.8 562 16.1 385 16.4

(注) 包括利益 2025年３月期第１四半期 413百万円( 7.7％) 2024年３月期第１四半期 383百万円( 20.6％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 40.21 ―
2024年３月期第１四半期 38.70 ―

(注)2024年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。

2024年３月期第１四半期の１株当たり四半期純利益については、当該期首に株式分割が行われたと仮定し算定してお

ります。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 35,091 21,847 62.3
2024年３月期 35,177 21,663 61.6

(参考) 自己資本 2025年３月期第１四半期 21,847百万円 2024年３月期 21,663百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ― 38.00 ― 23.00 ―
2025年３月期 ―
2025年３月期(予想) 23.00 ― 23.00 46.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注)2024年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行ったため、2024年３月期の１株当たり期末配

当金及び2025年３月期(予想)の１株当たり配当金については、当該株式分割の影響を考慮した金額を記載しておりま

す。株式分割を考慮しない場合の2024年３月期の１株当たり期末配当金は46円になります。

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

営業収入 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属す

る当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 8,112 1.9 1,071 △2.5 1,088 △0.4 744 △0.3 74.72
通期 15,804 2.1 1,960 0.1 1,961 0.7 1,341 △15.3 134.71

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期１Ｑ 10,000,000株 2024年３月期 10,000,000株

② 期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 41,458株 2024年３月期 41,458株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 9,958,542株 2024年３月期１Ｑ 9,958,604株

(注)2024年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該

株式分割が行われたと仮定して、「期中平均株式数」を算定しております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信(添付資料)２ページ「当四

半期決算に関する定性的情報」をご覧ください。



南総通運株式会社(9034) 2025年３月期 第１四半期決算短信

― 1 ―

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………2

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………2

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………4

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………6

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………8

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………8

（株主資本の金額に著しい変動のあった場合の注記） ……………………………………………8

（会計方針の変更） ……………………………………………………………………………………8

（セグメント情報等の注記） …………………………………………………………………………9

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）………………………………………………………10



南総通運株式会社(9034) 2025年３月期 第１四半期決算短信

― 2 ―

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、経済活動も回復基調となり企業収益が好調に推移するととも

に、雇用・賃金の改善から個人消費の回復が期待される一方、ウクライナ・中東情勢の地政学的リスクに加え、中国

経済の減速など先行き不安定な状況が続いております。

このような経済情勢の中、物流業界においては、国内貨物輸送量の回復は見込まれているものの、エネルギー価格

の高止まりや人手不足などによる支出が増加傾向となり、企業経営を取り巻く環境は厳しい状況で推移いたしまし

た。

当社グループは、このような経営環境のもと、物流拠点を核としたトータルロジスティクスを中心にお客様にご満

足のいただける物流サービスをご提案・ご提供し、新規のお客様開拓、既存のお客様との取引拡大に積極的に取組む

と同時に、お客さまの物流最適化にご協力させていただくべく、高い品質を伴う輸送や倉庫内オペレーションの効率

化にも積極的に取組んでまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業収入は4,041百万円（前期同四半期比3.5％増）となり、営業利益は567

百万円（前年同四半期比0.6％増）、経常利益は576百万円（前年同四半期比2.5％増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は400百万円（前年同四半期比3.9％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

貨物自動車運送事業

貨物自動車運送事業については、輸送業務の取り扱いが堅調に推移したことにより、営業収入は1,616百万円、前年

同四半期比58百万円、3.8％の増収となりましたが、セグメント利益（営業利益）は150百万円、前年同四半期比△9百

万円、△6.1％の減益となりました。

倉庫事業

倉庫事業については、一部倉庫稼働率が上昇したことなどから、営業収入は1,129百万円、前年同四半期比59百万

円、5.6％の増収となり、セグメント利益（営業利益）は376百万円、前年同四半期比34百万円、10.2％の増益となり

ました。

附帯事業

附帯事業については、一部自動車整備関連が回復したことなどにより、営業収入は969百万円、前年同四半期比38百

万円、4.2％の増収となり、セグメント利益（営業利益）は81百万円、前年度四半期比21百万円、36.8％の増益となり

ました。

不動産事業

不動産事業については、一部賃貸物件稼働率が減少したことなどにより、営業収入は226百万円、前年同四半期比△

11百万円、△4.7％の減収となりましたが、セグメント利益（営業利益）は163百万円、前年同四半期比14百万円、9.8

％の増益となりました。

建設事業

建設事業については、完成高が減少したことなどにより、営業収入は54百万円、前年同四半期比△452百万円、△

89.2％の減収となり、セグメント損失（営業損失）16百万円（前年同四半期は31百万円の営業利益）となりました。

その他

その他事業については、旅客自動車運送事業の稼働が落ち込み、営業収入は87百万円、前年同四半期比△0百万円、

△0.8％の減収となり、セグメント利益(営業利益)は0百万円、前年同四半期比△0百万円、△55.7％の減益となりまし

た。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

流動資産は、前連結会計年度末に比べて△0.6％減少し、7,871百万円となりました。これは、現金及び預金が△

157百万円減少及び受取手形及び営業未収金が100百万円増加したことなどが要因であります。固定資産は、前連結

会計年度末に比べて△0.1％減少し、27,219百万円となりました。これは、資産減価償却による減少などが要因であ

ります。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて△86百万円減少し、35,091百万円となりました。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度末に比べて△1.3％減少し、5,479百万円となりました。これは、未払法人税等が△

222百万円減少したことなどが要因であります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて△2.5％減少し、7,764百万

円となりました。これは、長期借入金が△184百万円減少したことなどが要因であります。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて△270百万円減少し、13,243百万円となりました。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて184百万円増加し、21,847百万円となりました。主に親会社株主に帰属

する四半期純利益が剰余金に計上されたためであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績は、ほぼ予想どおり推移しており、その他に財政状況及び経営成績に重要な影響を与えた事象もないため、

2024年５月15日発表の連結業績予想について変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,765,958 5,608,729

受取手形及び営業未収金 1,761,003 1,861,817

電子記録債権 281,101 291,918

その他 114,199 109,464

貸倒引当金 △95 △99

流動資産合計 7,922,167 7,871,830

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,044,565 8,869,516

土地 15,600,514 15,600,514

建設仮勘定 985,356 1,084,787

その他（純額） 471,302 447,759

有形固定資産合計 26,101,738 26,002,577

無形固定資産 71,236 67,408

投資その他の資産

投資有価証券 531,635 551,857

繰延税金資産 370,409 417,206

その他 204,341 204,559

貸倒引当金 △24,230 △24,165

投資その他の資産合計 1,082,156 1,149,458

固定資産合計 27,255,131 27,219,443

資産合計 35,177,299 35,091,274

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 502,175 513,933

短期借入金 1,649,360 1,859,000

1年内返済予定の長期借入金 766,250 752,231

未払法人税等 475,747 253,555

賞与引当金 342,860 137,330

その他 1,817,190 1,963,228

流動負債合計 5,553,583 5,479,278

固定負債

長期借入金 6,908,744 6,724,161

退職給付に係る負債 366,284 375,518

その他 685,199 664,490

固定負債合計 7,960,227 7,764,170

負債合計 13,513,810 13,243,449
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 538,500 538,500

資本剰余金 497,585 497,585

利益剰余金 20,397,724 20,569,152

自己株式 △15,188 △15,188

株主資本合計 21,418,621 21,590,049

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 244,847 257,755

その他の包括利益累計額合計 244,847 257,755

非支配株主持分 19 19

純資産合計 21,663,488 21,847,825

負債純資産合計 35,177,299 35,091,274
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

営業収入 3,904,659 4,041,950

営業支出 3,149,256 3,244,818

営業総利益 755,402 797,132

一般管理費 190,930 229,307

営業利益 564,471 567,824

営業外収益

受取利息 18 8

受取配当金 4,768 4,491

助成金収入 2,900 3,580

共済解約手当金 - 9,600

その他 4,919 5,847

営業外収益合計 12,605 23,528

営業外費用

支払利息 12,358 12,307

その他 1,983 2,095

営業外費用合計 14,341 14,403

経常利益 562,736 576,949

税金等調整前四半期純利益 562,736 576,949

法人税、住民税及び事業税 241,046 235,298

法人税等調整額 △63,694 △58,824

法人税等合計 177,351 176,474

四半期純利益 385,384 400,474

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 385,383 400,474
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

四半期純利益 385,384 400,474

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,723 12,908

その他の包括利益合計 △1,723 12,908

四半期包括利益 383,661 413,383

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 383,660 413,382

非支配株主に係る四半期包括利益 1 0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動のあった場合の注記)

当第１四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年６月30日）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。)等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の摘用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項（２）ただし書きに定める経過的

な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会計間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適

用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の

四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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(セグメント情報等の注記)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

１．報告セグメントごとの営業収入及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
貨物自動車
運送事業

倉庫事業 附帯事業 不動産事業 建設事業 計

営業収入

顧客との契約から
生じる営業収入

1,554,464 1,069,785 930,828 ― 25,107 3,580,184 88,076 3,668,261

その他の営業収入 ― ― ― 236,397 ― 236,397 ― 236,397

外部顧客への営業収入 1,554,464 1,069,785 930,828 236,397 25,107 3,816,582 88,076 3,904,659

セグメント間の内部営
業収入又は振替高

3,151 ― 67 1,335 482,045 486,599 430 487,029

計 1,557,615 1,069,785 930,895 237,732 507,152 4,303,181 88,507 4,391,688

セグメント利益 160,174 341,767 59,300 148,514 31,264 741,021 1,326 742,348

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅客自動車運送事業、保険代理店業

を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 741,021

「その他」の区分の利益 1,326

セグメント間取引消去 △17,611

全社費用(注) △160,264

四半期連結損益計算書の営業利益 564,471

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。



南総通運株式会社(9034) 2025年３月期 第１四半期決算短信

― 10 ―

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

１．報告セグメントごとの営業収入及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
貨物自動車
運送事業

倉庫事業 附帯事業 不動産事業 建設事業 計

営業収入

顧客との契約から
生じる営業収入

1,612,306 1,129,572 969,816 ― 17,791 3,729,486 87,176 3,816,663

その他の営業収入 ― ― ― 225,286 ― 225,286 ― 225,286

外部顧客への営業収入 1,612,306 1,129,572 969,816 225,286 17,791 3,954,773 87,176 4,041,950

セグメント間の内部営
業収入又は振替高

4,210 ― 46 1,335 37,123 42,714 655 43,370

計 1,616,517 1,129,572 969,862 226,621 54,915 3,997,488 87,832 4,085,321

セグメント利益
又は損失(△)

150,428 376,546 81,148 163,017 △16,248 754,892 587 755,480

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅客自動車運送事業、保険代理店業

を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 754,892

「その他」の区分の利益 587

セグメント間取引消去 6,467

全社費用(注) △194,122

四半期連結損益計算書の営業利益 567,824

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(キャッシュ・フロー計算書に関する注記)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

減価償却費 256,852千円 262,332千円


